
第１９代水俣市長就任式 髙岡市長就任挨拶 

日時 平成３０年２月２２日（木）１０：００ 

場所 仮庁舎第二会議室           

 

 皆様、おはようございます。 

ただ今、ご紹介をいただきました、２月４日投票の市長選挙におきまして、

本日より市長として就任させていただきました髙岡でございます。 

 

これから４年間、皆様には大変お世話になりますが、どうかよろしくご指

導ご鞭撻のほどをお願いしたいと思っております。 

就任にあたって一言、皆様にご挨拶申し上げます。 

 

まず、前列のほうに並んでおられます市管理職、幹部の皆様方にお願いが

ございます。長年、培ってこられた知識、スキルを余すところなく職員に伝

えていただいて、職員の皆様をしっかりと育てていただきたいと思っており

ます。 

それから、職員の皆様方におかれましては、この行政職という職業を選ば

れました。そういった中で、やはり自らの知識や技術を、この水俣市のため

に、いろいろと貢献をしたいという気持ちが当然あられると、思っておりま

す。どうか、変革を恐れずに、改革を恐れずに、一生懸命がんばっていただ

ければと思っております。 

ひいてはそのことが、全水俣市民のため、そして水俣市政のためになるこ

とだと、私は確信をしております。その先頭に立って、私を使っていただき

たい、皆様方の手足として使っていただければという風に、思っております。 

最終的な責任は私が取ります。思いきって大胆に、行政改革、そういった

ものをやっていただければと、思っております。 

 

今、平昌オリンピックが、盛んにテレビで報道されております。昨日、ス

ケート競技で、女子パシュートチームが金メダルをとりました。決勝におい

て、オランダと日本チームを比較すると、体格的にも、それぞれ個人の持ち

タイムにおいても、オランダチームの方が有利な状況でございました。しか

し、それをはね返して、日本チームがみごと金メダルを取りました。その勝

因は何か、私なりに考えさせていただいた時に、やはり、日本人としての誇

り、そして絶対に勝つんだという気迫、最終的にはそういったものが統合さ

れたチームワークの結果だという風に思っております。 

 

市役所も一緒だという風に思っております。 



それぞれ皆様は非常に高いスキルと能力を持っておられます。そういった

ものを一人一人が生かしていただいて、一つのチームとして、「チーム水俣」

として発揮をしていただく。それが先ほど申し上げましたように、水俣市民

のため、水俣市政のためになるということを、しっかり念頭に置いていただ

いて、これからの業務に、今まで以上に取り組んでいただければと思ってお

ります。 

私も精いっぱい、皆様方と水俣市政のために、汗をかいてまいりますので、

どうかこれからも、皆様方のご指導ご鞭撻のほどをよろしくお願いしたいと

思っております。 

 

それから、市議会の皆様方におかれましても、私も１１年間、水俣市議会

議員として、皆様と共に、一生懸命ご指導をいただいたものでございます。 

それぞれのお立場がございましょう。しかし、気持ちはやはり、水俣市民、

水俣市政のためにやっていくんだという気持ちは、全員が持っておられると

思っております。 

どうか、不慣れな市長ではございますけれでも、皆様の御力なくしてこの

水俣市政運営は進んでいきません。これからもどうか、ご指導ご鞭撻を賜り

ますよう心からお願い申し上げまして、簡単ではございますが、私の市長と

しての就任の挨拶に代えさせていただきます。 

どうぞ、よろしくお願い申し上げます。 


